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総合型地域スポーツクラブ公式メールマガジン

クラブ香美 ING
～地域と協働し伝統行事を復活～

○地域住民や大学生と協働して、地域の伝統行事を復活
○地域の活気や人と人とのつながりをつくる
○地域の主体性を活かし、様々な組織と協働することが大切

クラブ概要1

　「クラブ香美ING(以下、クラブ)」(高知県香美市)は、市民の有志が集い、「市民の健康づくり、人づくり、まちづくりを目指
す」ことを目的に、平成23年2月に設立しました。現在は、香美市内の小学校体育館、地域の公民館などで14教室を展開し
ています。
　香美市土佐山田町平山地区は、少子高齢化と過疎化が進む典型的な中山間地域ですが、地域活性化に向けて、熱心にま
ちづくりに取組んでいます。クラブは、平山地区にある地域交流施設「ほっと平山」内に事務所を置いています。

地域住民や大学生と協働して地域の伝統行事を復活！2

　クラブでは、地域住民と高知県立大学地域文化論ゼミの大学生と協働して、平成24年11月に地区運動会、平成25年8月
に夏祭りを復活させるまちづくりイベントに協力しました。開催のきっかけは平山地区住民の要望です。平山地区では、地域
の交流拠点になっていた旧平山小学校が平成17年に閉校となったことに伴い、地区運動会と夏祭りも行われなくなり、地
域住民の交流の機会が減りました。そこで、ゼミ合宿が「ほっと平山」で行われたことから交流が始まった高知県立大学地域
文化論ゼミの学生とともに、地域の伝統文化である地区運動会、夏祭りを復活開催することとなりました。

運営や経費について
 （1）地区運動会  （2）夏祭り
運　営 主として大学生が企画し、クラブはサポート役

クラブマネジャーが会場設営や当日運営を支援
クラブ会員が準備体操の指導を協力
大学生 20名、クラブ 5名

運　営 企画からクラブマネジャーが参画
当日はゲーム (1ブース ) の出店を行う
大学生 18名、クラブ 8名

経　費 香美市のまちづくりに係る助成金を活用
（20万円）

経　費 学生の交通費等に高知県の助成金を活用
（5万円）

経費面では、地区内外からも寄付を募りました。



クラブプロフィール

設立年月日： 平成23年2月20日
地 域： 高知県香美市全域
運 営： 会員数…150名（平成25年8月15日現在）

予算規模…約980万円（平成24年度）
特 徴： 香美市民の健康づくりを主に担おうと努力している
連　絡　先： 住所…高知県香美市土佐山田町平山459（ほっと平山内）

TEL…0887-53-4461
FAX…0887-53-7178
E-mail…
URL…http://blog.livedoor.jp/club_coming/

地域が活気を取り戻す！3

　地域の伝統行事である運動会、夏祭りを復活したことで、地区内外から多くの人が訪れ平山地区に活気が生まれました。
運動会では、参加者がスポーツを「する」「みる」、スタッフが運動会を笑顔で「支える」ことを通じて楽しみました。運動会後、
地域のあるお年寄りには「いつも見ん人を久しぶりに見た！」と言われるなど、地域でも大きな反響がありました。
　夏祭りでは、会場内の各所に、語らいの輪ができていました。夏祭りの最後は、打ち上げ花火を行いました。約10分間と短
いものでしたが、1発1発に地域の人々の想いが彩られ、平山の夜空を輝かせました。感激のあまり、地域住民や大学生は涙
を流し、歓声を上げて喜んでいました。これが地域の運動会や夏祭りの社会的な役割だと思います。
　地域住民が楽しみながら、普段はなかなか会えない方 と々お互いの近況を確認し合う場である運動会や夏祭りは、地域
の伝統文化です。こういった失われつつある地域の伝統文化を復活させることは、必ずまちづくりにつながっていきます。
　クラブでは、伝統文化の継承という観点から、平山地区の棚田で米作りも行っています。この取組みにも、地域住民や学生
から多くの協力を受けました。今年(平成25年)の秋には稲刈り、冬には餅つき大会を行います。

　　 　　

地域の主体性を活かし、様々な組織と協働することがポイント4

　クラブが行うこれらの取組みのポイントは、地域住民や大学生との「協働」です。クラブが地域を巻き込んで、突っ走ってき
たわけではありません。地域住民や学生と何度も話し合い、じっくりと取組みの構想を固めてきました。地域のまちづくりの
主役は、その地域に住む人々でなければなりませんし、そうでなければ持続的な活動にはなりません。また、さまざまな組織
が協働して行うことで、クラブマネジャーにかかる負担も少なくて済みます。私たちのような規模の小さなクラブが活動を継
続するためには、できるだけ負担を分散し、協力関係を作っていくことが重要だと考えます。
　現在、地域との協働関係が機能しているのはイベント事業だけですが、日々のクラブ活動においても、もっと多くのボラン
ティアに関わってもらうことが重要だと思っています。多くの地域住民が関わることで「私たちのスポーツクラブ」になるでしょ
うし、そこでの人と人とのつながりが、次のまちづくりにつながるはずです。

（クラブマネジャー　阿部香織）

club-coming@ivy.ne.jp


